
工　事　概　要

　施工のポイント　　　サイクル円滑化に知恵絞る／若手の成長サポートによる現場活性化

　設計コンセプト　　　　　環境に配慮しＺＥＢ達成

県内初の自社プロジェクト
ごあいさつ　三菱商事都市開発株式会社

ＭＣＵＤ・ＺＩＰ　静岡掛川
広
域
配
送
や
中
継
な
ど
　

多
様
な
ニ

ズ
に
対
応

設計・施工／鈴与建設

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　２月２０日　（金曜日）

■工　事　名　称：（仮称）静岡掛川物流施設新築工事
■工　事　場　所：静岡県掛川市長谷小出ケ谷－
■発　注　者：三菱商事都市開発株式会社
■敷　地　面　積：約，㎡
■延べ床面積：約，㎡
■構　　　造：倉庫棟ＲＣＳ造、スロープ棟Ｓ造

■階　　　数：地上４階
■設　計　監　理：鈴与建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：鈴与建設株式会社
■工　　　期：年月１日～年１月日

建物写真提供：鈴与建設株式会社
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鈴与建設株式会社
設計部　伊藤政幸

　『ＭＣＵＤ・ＺＩＰ　静岡掛川』は、東名高
速掛川ＩＣから約．㎞に位置し、東京圏およ
び大阪圏から㎞圏内にあることから、長距
離輸送の中継拠点として好適な立地である。ま
た東名高速道路に面していることにより、宣伝
効果も期待できる施設である。
　建物は４テナントを想定したマルチテナント
型物流施設であり、地上４階建て、延べ床面積
約，坪と、静岡県西部エリアでは最大規模
の物流施設となる。柱にはＲＣ造、梁にはＳ造
を用い、ブレースも併用したハイブリッド構造
を採用することで、バース部の柱スパン．ｍ
を確保し、１スパン３台の接車を可能とした。
これにより物流効率の最大化を図っている。
　近隣環境への配慮として、建物中央に車路と
トラックバースを設ける「センター車路形式」
を採用し、騒音影響の低減に努めた。さらに屋

根全面に太陽光発電設備を設置し、照明や
空調には効率の良い機器を導入することで、
BELS評価においてBel＝０の「ZEB（ゼロエ
ネルギービル）」を達成した。加えて、室内の
快適性や景観への配慮など建物品質を高める取
り組みを行い、CASBEE評価認証Ａランクを
取得している。
　テナントごとの運用方針に
柔軟に対応できるよう、東西
各階に事務所機能を配し、快
適性を追求できるプランとし
た。建物の顔となる東西エン
トランスには、城下町掛川の
石垣と地元名産である掛川茶
の茶畑をコンセプトに取り入
れ、落ち着いた空間を演出し
ている。外観（東側）

　このたび、静岡県で当社初の物流施設「ＭＣＵＤ・ＺＩＰ静岡
掛川」が完成いたしました。設計から施工まで高品質な建物づく
りに尽力いただきました鈴与建設株式会社様をはじめ、関係各社
様に心より感謝申し上げます。
　本施設は、東名阪を結ぶ物流拠点として、広域配送の効率化な
ど物流課題の解決を目指し開発を進めてまいりました。最大４テ
ナントへの分割を想定したプラン、スロープによる１、２階への
接車を実現するなど、多様なニーズに柔軟に対応可能な仕様とし
ております。また、太陽光発電設備の設置など省エネ化や環境負
荷軽減にも取り組み、ＣＡＳＢＥＥ「Ａ」ランク、「ＢＥＬＳ」
最高位の「６つ星」などの環境認証も取得しております。
　今後も、当社は長年培ってきた物流施設開発のノウハウを活用
し、優良な収益不動産をご提供するとともに、国内外に幅広い産
業・顧客接地面を持つ三菱商事グループの総合力を最大限に活か
し、お客様やパートナーとともに都市の可能性を開いてまいりま
す。
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